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研究成果の概要（和文）：本研究は、前近代の日朝越三国における修史（歴史記述）および公文書様式の比較、
各言語での成果発表などを通じて、本格的な日朝越三国の、三国及び世界の学界と結びついた比較史研究をおこ
なうための、方法的な土台作りを図るものである。それは対象の設定や使用言語の面で、従来の「東アジア史」
を大きく変え、グローバルヒストリーにも新しい視座を提供できる可能性をもつ。2年間で計4回の研究会（最終
回は国際シンポ）を開催して各自の成果を共有したほか、ハノイでの朝越比較史シンポ（2017年3月）でも成果
を紹介するなど、多言語による成果発信も進められた。

研究成果の概要（英文）：This project aimed at creating a stable methodological basis of triangle 
comparative research of the histories of Japan, Korea and Vietnam, thorough the research of 
historiography aand the form of official documents. It planned multilingual publications too, so 
that our research can be positioned in the academia of these three countries and of the world. In 
terms of research objective and linguistic settings, this project will be novel in the field of East
 Asian Studies, and will be able to show a new viewpoint for global history research. 
   Four meetings was held in two years (the final one was an international symposium) to share the 
achievements of the members and collaborators. Multilingual introduction of this project was also 
conducted, in the symposium of the comparison between Korea and Vietnam (Hanoi, March 2017) for 
instance.      
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１．研究開始当初の背景 
中国と周辺諸国との間、また日朝間などで

は、関係史や比較史の研究が古くから盛んで
ある。ところが、中華世界の周辺諸国同士の
関係・比較となると、日朝間以外の研究は遅
れている。たとえば朝鮮とベトナムの並行性
は古くから知られているが、本格的な研究は
まだ少ない。日越間に至っては、朱印船貿易
などの関係史はともかく、比較に値する並行
性が存在したことすら、ごく一部でしか認識
されていない。そこには言語の壁だけでなく、
東アジア諸国の学界における一国史観や東
南アジア軽視などの問題が複雑に作用して
いる。ベトナム史が組み込まれていないこと
は、中華世界全体およびベトナム自身を含む
周辺諸国（その中で近代国民国家の原型とな
る中規模国家を形成したのが日朝越三国で
ある）それぞれの理解にとって、明らかなマ
イナスなのである。本研究は、そうした学界
のありかたに危機感をもつ研究者たちによ
って、日朝越三国間の本格的かつ系統的な比
較研究（それがもつ新しい可能性については、
桃木が『中世大越国家の成立と変容』大阪大
学出版会、2011 年などで論じ、海域アジア史
研究会、アジア世界史学会（AAWH）などの場
でも、日本史・朝鮮史の研究者を巻き込みな
がら、問題提起・討議をおこなってきた）の
土台造りを目指して立案された。 
 
２．研究の目的 
目的として第一に選んだのは、中・近世の

三国における正史や実録などの修史（歴史記
述）と戸籍や土地台帳 などの公文書につい
て、だれがどのような手順でどんな形式・内
容をもつものを作成し、それが どんな機能
を果たしたか、それは中国との間だけでなく
三国間ではどんな共通点や差異をもつのか
を、関連する研究史を含めて理解することで
ある。 
第二に、その理解を土台として個人や共同 

研究グループがさまざまなテーマで三国の
比較史研究をおこなう場合に、各国史、東ア
ジア史、グローバルヒストリーなどそれぞれ
の角度から見て、どんな方法上の問題が起こ
りうるかという方法論の検討も目指した。 
 
３．研究の方法 
目的(1)のために、桃木（ベトナム）・川西

（朝鮮）・佐藤（日本）が主に中世、蓮田（ベ
トナム）、山内（朝鮮）、井上（日本）が主に
近世という分担をまず決め、それぞれ資料収
集・検討をおこなったうえで、毎年２回ずつ
大阪大学と新潟大学で研究会を開き、資料状
況を含む成果の共有や目的(2)に関する討議
をおこなうこととした。また韓国・ベトナム
の研究者や中国史専門家などの協力を仰ぎ、
各国の学界のあり方や中華世界全体に関す
る研究動向とのすり合わせを試みた。 
 
４．研究成果 

 修史・歴史記述に関する検討が相対的に遅
れたが、ベトナムの年代記間の比較、日本と
ベトナムの史書における都城機能の記録な
ど興味深い知見も示された。文書については
研究がより活発に進められ、中近世日本の文
書の様式・機能に関する高度な研究状況、朝
鮮の公私文書の機能や廃棄のされ方、外交文
書を含むベトナム近世の文書状況など様々
な報告が行われた。それらを踏まえ、近世日
本とベトナムの国家意識、朝鮮王朝と近世ベ
トナムの身分制度や村落社会、それらと国家
の関係など、史料が示す国家・社会の比較に
ついても討論が弾んだ。 
 本研究はもともと、「日朝中だけで閉じた
東アジア史」など学界のありかたを変えるこ
とを狙っている。そのために英語を含む多言
語での成果発信を目標としており、すでに桃
木がベトナムで複数の報告をおこなったほ
か、2018 年 7月に中国・長春で開かれる第 4
回アジア世界史学会（AAWH）大会で、蓮田・
川西・佐藤が文書に関するパネルを開くこと
が決まっている（言語は英語）。その他、こ
れも多忙のために計画期間内には間に合わ
なかったが、各自の研究レポートを三言語プ
ラス可能であれば英語と中国語に訳して報
告書のかたちで公表する準備を進めている。 
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